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ポリエチレン単結晶の3次元形態のAFM

- 椅子型でのラセン転位の選択的形成 一
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【目的 ･方法]

結晶性高分子を希薄溶液からゆっくりと結晶化させると､高分子鎖

は成長面に沿って折りたたまれて結晶化する｡折りたたみ部分の立

体障害により､単結晶の立体形は､パラフィン結晶のような平板状

ではなく､テント型あるいは結晶の半分が折り返したイス型になる

(右上図)｡イス型結晶は必然的に歪みを伴う｡この歪みを解放する

向きに選択的にラセン転位が形成される (右中図)､との前提に立っ

て､リング状パターンをもつ球晶 (右下図)における微結晶ねじれ

のキラリティ対称性破れの機構を我々は提案している｡

高分子単結晶は厚さ (折りたたみ周期)が 10nm 程度と非常に

薄いので､硬い基盤上では簡単につぶれてしまい､単結晶の立体形

の直接観察はこれまで不可能であった｡今回､やわらかい親水性の

下地 (ポリビニルアルコール水溶液)の上で結晶分散液を乾燥させ

ることにより､懸濁液中での形状を保ったままポリビニルアルコー

ルの表面で固まった結晶を準備した｡この結晶の立体形をタッピン

グモードAFMで観察し､イス型結晶では実際に選択的なラセン転
位が生成されることを実証した｡

【結果】

得られたイス型単結晶の AFM 像を下左図に示す｡実際に結晶の短
軸に沿ったセクター境界で鋭く歪んでいることが確認できた｡まf;

下右図のように長軸を挟んで､巻き方 (キラリティ)が対称なら

ん転位も観察された｡
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